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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 18,672 △5.0 803 △19.1 909 △19.1 611 △16.9

2023年３月期第２四半期 19,653 1.3 992 △57.1 1,123 △51.6 735 △63.7

（注）包括利益 2024年３月期第２四半期 871百万円（262.9％） 2023年３月期第２四半期 240百万円（△89.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 69.33 －

2023年３月期第２四半期 83.47 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 75,152 42,823 57.0

2023年３月期 72,897 42,241 57.9

（参考）自己資本 2024年３月期第２四半期 42,823百万円 2023年３月期 42,241百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 35.00 － 35.00 70.00

2024年３月期 － 35.00

2024年３月期（予想） － 35.00 70.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 5.1 1,600 23.8 1,600 13.3 1,000 16.9 113.47

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期２Ｑ 8,922,775株 2023年３月期 8,922,775株

②  期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 100,710株 2023年３月期 110,223株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 8,816,641株 2023年３月期２Ｑ 8,806,374株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症における社会経済活動の制限が緩和さ

れ、緩やかに回復しつつあるものの、原燃料価格の高騰や円安の進行、さらにウクライナ情勢の長期化等、依然と

して先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画に掲げる成長戦略の推進と成果の実現に向け、「成長事

業の拡大」、「グローバル化の推進」、「経営基盤の強化」という３つの重点施策に全社一丸となって取り組んで

おります。

当第２四半期連結累計期間においては、価格改定やコスト削減などの収益改善策を進めたほか、新製品の売上寄

与もありましたが、液晶や半導体及び通信向け、一般工業向け等の主要取引先における販売数量が依然として低調

に推移したことで、売上高、利益ともに減少しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は186億7千2百万円（前年同期比9億8千万円減）となり、営業利

益は8億3百万円（同1億8千9百万円減）となり、経常利益は9億9百万円（同2億1千4百万円減）となりました。

この経常利益に、固定資産売却益1千1百万円の特別利益を加え、固定資産除却損1億1百万円の特別損失及び法人

税等2億5千万円を差引き、更に法人税等調整額△4千2百万円を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益

は6億1千1百万円（同1億2千3百万円減）となりました。

セグメントの業績は、次の通りであります。

①化学品事業

化学品事業では、クロム製品はめっき向けが大幅に落ち込んだことにより、売上高は減少しました。シリカ製品

は堅調に推移したことにより、売上高は前年同期並みとなりました。燐製品は液晶や半導体、工業用向けが大幅に

落ち込んだことにより、売上高は大きく減少しました。この結果、化学品事業の売上高は、84億8千7百万円（同20

億2千9百万円減）となりました。

②機能品事業

機能品事業では、ホスフィン誘導体は量子ドット向けが大幅に落ち込んだものの、海外向け触媒が大幅に伸びた

ことにより、売上高は大きく増加しました。農薬は主要顧客向けが大幅に伸びたことにより、売上高は大きく増加

しました。電池材料は原燃料高を起因とする販売価格の改定により、売上高は大きく増加しました。電子セラミッ

ク材料は通信向けが大幅に落ち込んだものの、車載向けが好調に推移したことにより、売上高は増加しました。回

路材料は接着剤向けが大幅に伸びたことにより、売上高は大きく増加しました。高純度電子材料は、半導体向けが

大幅に落ち込んだことにより、売上高は大きく減少しました。この結果、機能品事業の売上高は、93億6千5百万円

（同10億8千7百万円増）となりました。

③賃貸事業

賃貸事業は、堅調に推移したことにより、売上高は前年同期並みとなりました。この結果、賃貸事業の売上高

は、4億5千7百万円（同0百万円増）となりました。

④その他

書店事業は、低調に推移したことにより、売上高は大きく減少しました。この結果、報告セグメントに含まれな

い事業セグメントの売上高は、3億6千1百万円（同3千9百万円減）となりました。

当第２四半期連結累計期間の営業成績は以上のとおりですが、当社グループは、成長戦略の推進と成果の実現に

向け、引き続き重点施策（「成長事業の拡大」、「グローバル化の推進」、「経営基盤の強化」）に取り組み、収

益力の強化を進めてまいります。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ22億5千4百万円増加し、純資産は5億8千1百

万円増加しております。その結果、自己資本比率は57.9％から57.0％となっております。

増減の主なものは次の通りであります。

流動資産では、現金及び預金が7億8千8百万円増加し、売掛金が11億7千5百万円増加し、商品及び製品が3億1千7

百万円増加し、原材料及び貯蔵品が5億1千5百万円減少しております。

固定資産では、有形固定資産が2億3千3百万円減少し、無形固定資産が4千4百万円増加し、投資有価証券が4億3

千1百万円増加しております。

流動負債では、支払手形及び買掛金が5億3千2百万円増加し、短期借入金が31億4千3百万円増加し、未払法人税

等が2億5千6百万円増加し、設備関係未払金が3億4千5百万円増加しております。

固定負債では、長期借入金が23億6千万円減少し、退職給付に係る負債が8千7百万円増加しております。

株主資本では、利益剰余金が2億9千4百万円増加しております。

その他の包括利益累計額では、その他有価証券評価差額金が2億6千9百万円増加しております。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、22億7千8百万円の収入（前年同期は3千1百

万円の支出）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益8億1千9百万円に対し、減価償却費18億1千7

百万円の他、退職給付に係る負債の増加額8千7百万円、売上債権の増加額13億1千4百万円、仕入債務の増加額6億7

千8百万円、未払消費税等の増加額2億4千8百万円等、営業取引に係る資産負債の増減額を加減したことによるもの

であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に設備投資による支出があり、20億4百万円の支出（前年同期は13億2

百万円の支出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済や配当金の支払等がありましたが、借入れによる収入によ

り、4億7千1百万円の収入（前年同期は17億8千3百万円の支出）となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ7億8千8百

万円増加し、86億2千万円となりました。

なお、営業活動によるキャッシュ・フローから投資活動によるキャッシュ・フローと配当金を減算したフリーキ

ャッシュ・フローは、3千4百万円の支出となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年３月期の業績予想につきましては、2023年５月11日に公表しました業績予想に変更はありません。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって

予想数値とは異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,841 8,630

受取手形 945 1,097

売掛金 9,844 11,019

商品及び製品 5,087 5,404

仕掛品 3,597 3,753

原材料及び貯蔵品 4,231 3,715

未収消費税等 101 －

その他 592 597

貸倒引当金 △13 △14

流動資産合計 32,228 34,204

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 37,212 38,093

減価償却累計額 △24,086 △24,526

建物及び構築物（純額） 13,125 13,567

機械装置及び運搬具 19,963 20,510

減価償却累計額 △10,811 △11,822

機械装置及び運搬具（純額） 9,152 8,688

土地 7,466 7,459

建設仮勘定 2,122 1,882

その他 6,524 6,713

減価償却累計額 △5,639 △5,793

その他（純額） 884 920

有形固定資産合計 32,751 32,518

無形固定資産

その他 411 456

無形固定資産合計 411 456

投資その他の資産

投資有価証券 6,292 6,724

長期貸付金 0 0

繰延税金資産 102 99

退職給付に係る資産 848 894

その他 284 277

貸倒引当金 △22 △22

投資その他の資産合計 7,506 7,973

固定資産合計 40,669 40,947

資産合計 72,897 75,152

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,618 4,150

短期借入金 7,487 10,631

未払法人税等 29 285

未払消費税等 12 159

賞与引当金 400 399

設備関係未払金 2,957 3,302

その他 2,987 2,479

流動負債合計 17,492 21,409

固定負債

長期借入金 9,289 6,928

繰延税金負債 1,041 1,091

退職給付に係る負債 769 856

その他 2,063 2,043

固定負債合計 13,163 10,919

負債合計 30,656 32,328

純資産の部

株主資本

資本金 5,757 5,757

資本剰余金 2,267 2,267

利益剰余金 30,910 31,204

自己株式 △307 △280

株主資本合計 38,627 38,948

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,970 3,240

繰延ヘッジ損益 0 －

為替換算調整勘定 78 120

退職給付に係る調整累計額 565 514

その他の包括利益累計額合計 3,614 3,875

純資産合計 42,241 42,823

負債純資産合計 72,897 75,152
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 19,653 18,672

売上原価 16,133 15,390

売上総利益 3,519 3,282

販売費及び一般管理費 2,526 2,478

営業利益 992 803

営業外収益

受取利息及び配当金 79 79

持分法による投資利益 33 38

その他 123 90

営業外収益合計 236 208

営業外費用

支払利息 41 49

休止固定資産減価償却費 15 24

その他 48 27

営業外費用合計 105 102

経常利益 1,123 909

特別利益

固定資産売却益 － 11

投資有価証券売却益 22 －

特別利益合計 22 11

特別損失

固定資産除却損 63 101

特別損失合計 63 101

税金等調整前四半期純利益 1,082 819

法人税、住民税及び事業税 57 250

法人税等調整額 289 △42

法人税等合計 346 207

四半期純利益 735 611

親会社株主に帰属する四半期純利益 735 611

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 735 611

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △507 269

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 68 42

退職給付に係る調整額 △55 △51

その他の包括利益合計 △494 260

四半期包括利益 240 871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 240 871

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,082 819

減価償却費 1,595 1,817

貸倒引当金の増減額（△は減少） △477 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △52 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5 87

受取利息及び受取配当金 △79 △79

持分法による投資損益（△は益） △33 △38

支払利息 41 49

為替差損益（△は益） △13 △9

投資有価証券売却損益（△は益） △22 －

固定資産除却損 63 101

売上債権の増減額（△は増加） △598 △1,314

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,960 49

仕入債務の増減額（△は減少） 221 678

未払消費税等の増減額（△は減少） 191 248

その他 260 △155

小計 213 2,254

利息及び配当金の受取額 79 79

利息の支払額 △41 △50

法人税等の支払額 △283 △59

法人税等の還付額 － 54

営業活動によるキャッシュ・フロー △31 2,278

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,314 △1,202

有形固定資産の除却による支出 △53 △704

有形固定資産の売却による収入 1 27

無形固定資産の取得による支出 △27 △111

投資有価証券の取得による支出 △2 △4

投資有価証券の売却による収入 46 －

貸付けによる支出 △0 △0

貸付金の回収による収入 52 0

その他 △5 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,302 △2,004

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 2,000

長期借入金の返済による支出 △1,341 △1,216

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2 △3

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △438 △307

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,783 471

現金及び現金同等物に係る換算差額 58 43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,058 788

現金及び現金同等物の期首残高 9,002 7,831

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,943 8,620

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

化学品事業 機能品事業 賃貸事業 計

売上高

外部顧客への売

上高
10,517 8,278 457 19,252 400 19,653 － 19,653

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

－ 114 10 125 136 261 △261 －

計 10,517 8,392 468 19,377 537 19,914 △261 19,653

セグメント利益又は

損失（△）
781 △74 268 975 26 1,002 △9 992

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

化学品事業 機能品事業 賃貸事業 計

売上高

外部顧客への売

上高
8,487 9,365 457 18,311 361 18,672 － 18,672

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

－ 34 10 45 147 193 △193 －

計 8,487 9,400 468 18,356 509 18,865 △193 18,672

セグメント利益 307 233 266 807 0 808 △5 803

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、書店事業等を含んでおります。

2.セグメント利益又は損失（△）の調整額△9百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

3.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、書店事業等を含んでおります。

2.セグメント利益の調整額△5百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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